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十九世紀後半イギリスにおける

封働者状態

( 1) 1 

菊 池光造

I 問題の所在

十九世紀後半，左りわけ1850年代から1880年代にいたるまでの四半世紀余に

わたるイギリス労働運働・労使関係については，従来，広〈受容されてきた定

説的「歴史像」があったといってよい。周知のように，それはウェッフ会夫妻の

いう「新型組合」の時代であった。 1843年，オーウェニズムの衰退以降，イギ

日ス労働組合界には，8:知的向上心と自助の精神に満たされ，@要求実現の手

段としてのストライキを否定し，。需要・供給理論に帰依して「自律的規制」

による賃金・労働条件の改善を意図する「穏和な新精神」が拾頭し， こうした

精神E運動路線を体現する「新型組合J， その典型と Lての合同機械工組合

(ASE)が成立し，以後この組合の「型」が全労働組合界に影響を与え，これ

を支配してゆくことになった。ウェップ夫妻の時代規定は，およそ以上のよう

に要約することができる"。

一方， コーんは，この時期のイギリ λ 労働運働史把握においてF 随所でウ Z

γ プとは異なる示唆を与えているが，しかもなお，この時代り運動史を概括す

るにあたっては，労働者階級の中枢部分がイギリス資本主義の繁栄に均需L-，

それを背景として節約・禁欲・自助といったブルジョア的倫理に浸されたこと

を強調するのである九このような把握ほ，ウヱップ， コール等の著作を出発

1) S. & B. Webb， Histoη of Trade Unionism. 1894， chap. VI 
2) G. D. H. Cole， A Short Hutory 0.1 the British Working.Qass Mov，捌 開t1789ー

1947， 1948， Part II， chap， 1-2 
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点としてふまえる日本でのイギリス研究においても，当然のことながら「定

説」となっている。イギリス労働組合史研究における栗田健氏の叙述叫， イギ

リス社会経済史研究の分野からの荒井政治氏の把握U などは， その代表的なも

のであり，ときにウェップやコールよりも，より 面化した形で強調されるこ

とにもなったのである。さらに，イギリス本国での研究状況を展望しつつp 労

働運動史研究の基軸概念ともなる「労働者階級像」の再検討を試みた安川悦子

氏は， 卜九世紀末葉にまで視野を拡げてイギリス労働者階級の「体制内定着

化」を問題にしたのであコた。氏は，ウィァグ的自由主義史観に立つトインヒ

ーやマットウの産業革命研究，そしてウエヅプ央妻のフェピアン的労働組合史

研究が始主る十九世紀末葉についてつぎのように述べる。 iそこでのイギリス

労働者像は，イギリス資本主義の先進性と世界的優位を背景に，資本主義社会

のなかでの労働者の地位の上昇と固定化をみとめたものであった。若いエンゲ

ノレスが期待したような，主体的草命的行動をとるプロレタリアートは現実には

みずからの鉾をおさめて，イギリス資本主義の体制内に定着化L，回定化して

しまったのである。イギリス労働者階級は，たしかに(-，ルクスエンゲルλ

による〉賃労働やプロレタリアート概念創出の母体となった。だが現実には，

ウイヅグ=フェイピアン的労働者像が定着化する途をたどった 」ーと目。

さて，以上ふれてきたいくつかの指摘のなかには，すでにわれわれにとって

の問題の所在と，その検討への手がかりが与えられているといってよい。たし

かに，十九世紀後半のイギリス労働者階級の現実の動向を一見するとき， 1840 

年代に若いエンゲノレス・マノレク λ が措いた労働者階級像=古典的プロレタリア

ー l像と対比して，その聞によこたわるギャッずの大きさに戸惑いを覚えぬも

のはいないだろう。十九世紀後半のイギリス労働運動の現実に照らじてみると

き，イギリス労働者階級のなかに近い将来の社会変革の主休，しかも国際的に

3) 栗田憧「イギリス労働組合史論」昭和四年，序論および第 1j聖堂照。
4) 荒井政治「近代イギリス社会経済史」昭和43年.第"'宮参照，
5) 安川悦子，労働運動と陪極意識，w.思想111967年10月， 98へージ。
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波及する社会変革の突破口をきり拓くという世界史的課題を担う主体としての

プロレタリアート像をみたマルクス・エンゲノレスの認識は見当ちがいなもので

あったのだろうか。周知のように， こうしたマルクス・エンゲノレスの社会変革

のビジョン，そしてこれとセットにな勺た「主体的プロレタリアート像」と，

イギリス労働者階級の現実とのズレの問題は，一点で資本主義展開の現実との

絡みあいにおい仁マノレク λ ・エンゲノレλ 自体のその後の思想と理論の展開ニ転

回を追跡する思想史的研究にとって，ひとつの重要な端緒とされてきたへ ま

た他方，同じこのズレの認識は，イギリス本国における最近の労働史研究の舞

台においても，ひとつの論争的テ マを形づ〈。ているのである。

この点に関して， E.P.トムスンとカ リ ・ハートウェルの論争をあげておこう。

トムスンは，労働運動・階紐闘争の渦中においてこそ労働者は階級意識を獲得し，向

自的階扱としての自己形成をとげるのだ，という初期マルクスのダイナミックな階級

概念を基本視角として， この観点からz 産業革命とオーパラップする 178日年代から

1830年代にかけての時期をイギリス労働者階級の形成期と規定する。とりわけ，階級

としての利害の同 性の自覚~ "皆餌意識」こそを「階扱形成」のメルクマ ノレとす

る視角からして， トムスンは1819午のピ タ ルー事件からチャーテイズム lこいたる

労働平氏の全運動過粍を「イギリス労働者階扱の形成」として評価するのである。以

下の言は，彼の主張をよく表現している o ，1780年と1832年の聞に，殆んどのイギリ

ス労働平民は，彼ら自身の闘での，また彼らが支配者および雇用主に対立するに当つ

ての，利害の同一性を感じるようになったJ，1832年までに， 労働組合，友愛組

合，教育および宗教運動，政治組織，定期刊行物などの 強固な基盤をももかっ

自覚的な労働者階級酌諸機構 workingclass皿 stitUI10nsおよび労働者階級の知的伝統，

労働者階級的生活共同体のパターン communitypattern，そして労働者階級的感覚構

造が存在したりだJ r1830年以降伝統的なマルクス主義的意味あレにおいて，よりは

っきりと明確化した陪級意識が成熟しつつあったJcf. E. P. Thompson， The Making 

6) さしあたり，このような研究の成果として山之内靖「マルクス エンゲルス心世界史盟」昭和

44年，淡路憲治 1マルクスの後進国革命融J昭和46年，の二著をあげておこう。
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of the English ~Vorki1}g Class， rev. ed. Pelican Books 1968. esp. pp. 10-12， 207 

232， 781-782 

このようなトムスン説に対して，綿密な実証史学の立場からカ リーとハ トウェ

ルは， トムスンり史料引用の仕hおよび叙述白仕右について痛烈な批刈をあびせるO

C.わく rc Iムスン氏は〕 想像力士駆使して， 若干の証拠事実を何が起り得たか

をのべるために使用 L.やがて，起り得る事態をあたかも現に起ったかの土うにのべ

てゆくために使用するJ rたしかに，彼ら自身の利益と考えるところのものを追求す

る諸集団の間の利害衝突が歴史的変化の主因であった。だが，集団的和J害はつねにさ

まざまであり，たがし、に錆叉した形で対立してきたのだ。階級という命題を有意味な

ものにするには，一定白凝集性が必要である。Jrしかしムスシ氏の共通の体験に

よって結合された労働者階級は， 850ベージまで読んだあとでさえも〔ちなみにトム

スンの著者の総ベージ数は 915ベージである i ・菊池〕神話のままであり，確信的忽

像力と理論的百五定の構築物である。Jcf. R. Curric and R. M. Hartwell， Thc Making 

of the F:nglish Working ClasRフTheEcnnmnic rlistmッReview，2nd seTies， Vol 

XVIII， No. 3， 1965. esp. pp. 635-639 

このようなトムスン対ハ トウ zルらの論争は，さしあたり十九世紀前半について

戦わされている。しかし，各々その議論の延長線上には十九世紀後半のイギりス労働

者像を見据えているのであり，ある意味では，イギリス労働史総体についての各々の

ヴィジ g ンをふまえたうえで，産業革命期についての把握が争われているのだといっ

てよいだろう。

いずれにしても， く変革主体として世界プロレタリア トの最先端に位置す

るイギリス労働者階級〉とく資本主義の体制内に定着化してしまったイギリス

労働者)， ζの両極をな Fイギリス労働者像のいずれか一方を虚妄と Lて， ζ 

れを否定するのか，それとも，当然これら両極をなす労働者像にも一定の修正

をもたらすであろうとはいえ，イギリス労働者階級自体の変貌の問題として，

これを歴史的必然性のうちに把えなおすのか，さらにはその場合，いかなる因

果連関の説明原理が妥当件全主張しうるのか，こうした問題は，き主?ピ主な問

題意識に媒介されつつも，イギリス労働史に関心をもつものにとって常にみず
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からの見解を問われ毛課題であったといえよう。現在の時点でこうした問題に

ついて考察するわれわれに左つては，内外の研究者によって進められつつある

イギリス労働史の批判的再構成の流れを念頭におきつつ円二つの面からの検

証が必要となるであろう。すなわちひとつには，いわれるところのイギリス労

働者の「体制内定着化傾向」そのものがJ 現実にはいかなるものであったのか

という点の検証であり 3 いまひとつには，十九世紀後半イギリス労働運動の動

向を規定した現実的メカニズムを，可能なかぎり広〈深い視野のなかで捉えな

おしてやるという作業である。本摘は，そのための，特に後者の作業にかかわ

るひとつの試みにほかならない。

II 同時代者たちの論争

さきにあげた問題に接近しようとする場合，出発点主構成するのは何といっ

てもエンゲノレλ自身による事態解明。試みであろう。 1S8C年代なかばの時点で

ムンゲノレスは，論文 '1845年と1885年のイギリスJ を書いた引。 これは卜九世

紀後半イギリス労働運動の現実をまのあたりにみてきたエゾゲノレスが，みずか

らのかつて措いたプロレタリアート像が現実化L得ね理由をイギリス資本主義

そのものの性格左関連づけて解明するとともに，新たな展望を示そうとするも

のであった。①卜九世紀中葉を通じてイギリスは世界市場にお円る「工業独占」

を確保しつづけ，労働者階級もある程度この独占の利益にあづかった。①その

結果，イギリス労働者状態は一定の改善をみたのであり，これがこの時期イギ

リスにおける社会主義の不在，いわゆる労働者階級体制内化を説明する。③と

はいえ. I工業独占」の利益の分配は労働者階級内部できわめて不平等であり，

り この点については，拙稿，労資関係史研究の方法について，社会政植学会編「社会政策と労働
経済」昭和胡年所収，を量参照むこと。

s) この論文は， 最初18岱年3月に「コモンウイ ル」紙 Cmnm日流出alに発表されたが，同年
6月「ノ fエツアイト」誌 NeueZcitにドイツ語で転載され，白ちにエンゲルス「イギリスに
おける労醐者噛惜の状態 1845年」りアメリカ版。岨7年〉の付鋸として， さらにドイツ語版
(1892年〉の序文の一部として収録された。 MEW，Bam:l 2，大月版「マルクス エンゲルス主

集J2， 674-677へジ参照。
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「特権的少数者J~ i労働貴族」層がその最大部分を獲得した。④だが将来，

イギリス工業独占の崩壊につれて労働者階級も特権的地位を失い，特権的上層

部をも含めて「お Lなべて外国労働者と同じ水準に引きおろされJ， これこそ

がイギ日 λ における社会主義の復活をもたらすであろう。エンゲノレスの論旨は

以上のように要約できる。これはイギリス資本主義の性格，労働者状態j 労働

運動の動向などについて，それなりに首尾一貫した説明を与えるものであり，

「エンケツレス・テーゼ」と呼ぶにふさわしい説明原理をなしているといえよう。

このようなエンゲノレスの指摘は，本稿官頭にふれた諸論者を含めて十九世紀後

半イギリス労働運動史を考察する研究者たもの多くにとって，明示的にか黙示

的にか，これをふまえて労働運動・労使関係の性格把握をおこなう，分析のた

めのキイ・ワードとして機能してきたといえよう。その場合，エンゲルスから

コ ノレヘ， そして日本における多くの研究を貫ぬくひとつの流れは，イギリ

スの「工業独占」という条件と労働者階級との関連を，労働者階級上層~ i労

働貴族」に引きつけて展開してゆく方向であり円労働組合史にそくしてみれ

ば，上層熟練労働者を組織する「職能別組合」の分析へと視点を絞りあげτゆ

く方向であった。

しかし，すでに別摘でもふれたように， 卜九世紀イギリス労働者階級の実在

のなかにおいては，職能別組合はあくまで労働者中の限定された一部分をカヴ

ァーするものであった1目。したがって，この時期の資本主義白展開と労働者状

態との関連は，いまいちど視野を拡げて下層の一般労働者 general labourer 

をも視野において検討する必要がある。また，職能別組合の行動様式，客観的

g) ζこでふれておけば，レーユンの「封醐貴族J論は， ζこにいうエンゲルス・テーゼを帝国主
五'(~J資本主義に妥当ダる 般理論としもその極にまでおしつめた形で民閉したもりであり，従

来 ν ヱン理論の影響をくぐってきた日本の労働問題研究者にあっては，その傾向が特に強く現
れたといえよう.

10) 拙!穂十九世紀中点における二つの争議，岡山大学「経済学会雑誌J第ら巻第3-4号， 262-284 

へ ジ。なお，ホブズボームも労働組合員労働貴族」のE約比率を労働者階級中の10.........，20パ

ーセン rとしてレる。 E.J. Ho出 baum，Labouring l'V1帥， 1964，p. 279，鈴木永井訳「イ f

リス労働史研究 12日ページ。
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機能の問題も，いまいちど，こうした背景のなかで捉えなおしてみる必要があ

るだろう。さらには，かのエンゲノレス論支そのものについても，それを生み出

した同時代の歴史的背景のなかに投げ返して位置づけをしてみる必要があると

L 、土ょう。

さて史実の世界に眼を転じれば，周知のように，産業革命を先駆的に達成し，

繊維工業とりわけ綿工業を中心に「機械制大工業」を成立させるとともに，消

費財生産・生産財生産の両部門にわたって産業資本の蓄積軌道を確立したイギ

リス資本主義は，圧倒的な工業生産力の優位を横粁として，みずからを「世界

第 1 表.鉱・工業生産の増大指標 (18~tìー13年〕

(1913=100) 

ぷllJ生イ消費財[綿糸 1綿布|石炭|略的新

1826-37 
16.2! 18.5! 8.9 24_9 16.8 13.0 6.6 

(150)1 (148)1 (150.8) (150) (218.2) (194.0) く163.4)1 (239.3) (194.1) 

38-47 
21.71 25.21 15.2 32 

(162789〕2 
23 17.6.1 11 10.4 

(134.0)1 (136.2)1 (170.8) (129.7) (180.8) (151.7)1 (167.2) (157.6) 

48-57 
31.9 35.2 22.9 42.5 40.9 35.5 23.2 20.4 18.3 

(147.5) (139.7) (150.7) (131.6) (146.0) (151.1) (131.8) (182.1) (176.0) 

58-66 
38.4 46.1 31.9 46.6 49.8 44.4 

253254275404〕d a2 1 269 

24.6 
(120.4) (131.0) (139.2) (109.6) (121.8) (125.1) (152.0)1 (31.9) (134.4) 

67-73 
49.1 56.2 40.8 59.1 57.2 51.7 39.9 33.9 

(127.9) (121.9) (127.9) (126.8) (114.9) (116.5) (122.4)1 (148.3) (137.8) 

74-83 
59.8 66.7 56.2 65.1 70.1 63.7 59.7 49.5 

(111.8) (1187) (1377) (110.2) (122.6) (123.2) (128.9)1 (149.6) (146.0) 

84-9日
65.9 74.2 62.2 71.9 76.4 71.1 63.2 66.4 60.1 

(110.2) (111.2) (110.7) (11u.4) (109.0) (111.6) (110.9) (111.2) (121.4) 

1891 77.3 91.7 73.5 84.0 80.9 78.3 73.2 
1日00 (117.5) (123.6) (118.1) (116.8) (105.6) (110，1) (123.9)1 (120.0) (121.8) 

1901-07 
86.8 99.2 84.6 89.9 91.1 88.4 93.2; . 92.9 86.8 

(112.3) (108.2) (115.1) (107.0) (112.6) (112.8) (119.0)1 (116.6) (118.6) 

08-13 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

(115.2) (101.6) (118.2) (111.2) (109.8) (113.1) (107.2) (107.6) (115.2) 

[備考) 1) 原指数は各時期の最高値.
2) ()は，それぞれ前期の原指数を1仁Oとする指数で， 1826-ー37年は" 1825年の指
数を100とする。

〔十代典) Hof王国ann，W. G.， s門 tishIn品 stry1700-1950. 1955， Tablc 54. 
遠目車湘吉編『帝国主義』下， 29ヘ ジおよび186ベージより。
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第2表 イギリスの輸出品目(再輸出を除く)(宵万ポンド〉

年次|叫鉄鋼|害者 i機械lz語仲|量的製品岡山崎|錨
1820 0.1 0.9 0.8 1.4 16.5 5.6 1.7 0.4 0.4 

1830 0.2 1.1 1.4 0.2 1.3 19.4 4.0 2.1 0.5 1.0 0.3 

184日 0.6 2.9 1.6 0.6 1.8 25.7 5.8 4.1 0.8 1.4 0.4 0.4 

1850 1.3 6.2 2.9 1.0 2.5 28.3 10.0 4.8 1.3 2.5 0.4 1.0 

1860 3.4 13.6 4.3 3.8 4.0 52.0 15.7 6.6 2.4 6.5 1.7 2.2 

1870 5.6 23.5 4.1 5.3 4.8 71.4 26.7 9.5 2.6 7s 1.8 5.1 

1880 8.4 27.2 3.9 9.3 4.8 75.6 20.6 6.8 2.7 8.1 2.1 8.8 
1890 19.0 31.1 4.1 16.4 7.2 74.4 24.5 6.6 2.7 8.4 2.9 12.0 

19C日 38.6 31.6 3.6 19.6 6.0 69.8 20.2 6.2 2.1 8.0 2.4 13.1 

[備考) 1820年は、 GreatBritain， 1830年以後は UnitedKingdom.価悟は currentpriceに

ぜよる。

B. R. Mitchel， Abstract of British Historical晶 atistics，1962，pp. 302-305 より作成。
河野瞳二飯沼二郎編「世界資本主義の歴史構造J58ヘージより。

のよ場」と L，後進諸国をイギリス工業製品の市場に，あるいは原料供給国お

よび農業国とする国際分業の体制古形成し，ょの段階 Eの世界市場にお吋る独

占的地位を利用しつつ飛躍的テムポで発展をとげた。この|九世紀イギリス資

木主義展開の実態と性格については，すでに多くの研究成果が積立れてきたと

ころでもあり，いまここで，これについて詐諭するつもりはない。ここでは，

指標として鉱工業生産の増加，品同別輸出額とその推移，就業人口の職業別推

移，これらを示す表を掲げて，この時期のイギりス資本主義展開の趨勢をおさ

えておくにとどめよう。これらの表からも， ヴィグトリ 7中期士十九世紀第三

・四半期イギリス経済の隆々たる発展と，即3年以降いわれ「大不況期J(1873

1896) の停滞を読みとることは容易である。

では，この卜九世紀後半の時期，イギリス資本主義の展開過程のなかで労働

者の生活状態はし、かなるものであったろうか。この点こそは，ょうやく「大不

況」の深刻な影響が誰の眼にも明らかなものとなり，社会的安定の夢が破られ

つつあった1880年代に，同時代者としてのギッフェンとエンケリレスの対立を始

めとして，多くの対立する見解をうみ出し，労・使当事者たちの闘でも激しい
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第 3哀主要業種目j就業人口 単位 1朋0人

|削 1185111861 1871 I 1阻 I1891 I 1901 I 1911 I 1921 

商 業
94 91 130 212 352 7.'3C) 904 
1 2 5 11 76 157 587 

運輸・通信業
196 433 579 654 870 1，104! 1，409 1，571 1，530 
4 13 11 16 15 

1 1，3237 9 
38 72 

農 』本 業
1，434， l，27289 8 1，71673 9 1，634 1，517 1，436 1，344 

81 135 116 86 117 105 

鉱 山・採石業
218 383 457 517 604 751 931 1，202 1，240 
7 11 6 11 8 7 6 8 9 

金属・機械工業
396 536 747 869 日77 1，151 1，485 1371925 8 2，125 
14 36 45 46 49 59 84 175 

建 築・建設業
376 496 593 712 875 899 1，216 1，140 894 
1 1 1 4 2 2 ヌ 5 5 

製紙・印刷業
44 62 79 94 134 178 212 253 193 
6 16 23 31 53 78 111 144 121 

繊 京佐 業
525 661 612 584 554 593 557 639 409 
358 635 676 726 745 795 795 870 701 

衣服製造 業 325D8 D 418 413 390 379 409 423 432 315 
491 596 594 667 759. 792 825 602 

食品ー飲料 268 348 386 448 494 .r=;C}7 701 806 228 
タ ノ、 コ 42 53 71 78 98 163 216 308 123 

。各欄，上段男子，下段女子。
。B.R. Mitchell/P， Deane. Abstτact of British Historical S屯ati.stics，p. 60より。

論議を呼び起した問題であったのだo 1883年，王立統計協会の会長に就任した

ギヅフェン RobertGiffenは，就任講演にあたって「過去半世紀聞における労

働階級の進歩Jというテーマをとりあげた。彼はいう rこの時点において，

労働者階級の代表を詐称する者たちの間に，土地国有化と集産主義 coIlectiv-

16mの煽動を伴うセンセーショナノレな政治学や社会学がみられ，これについて

少なからね大衆の関心が寄せられるにいたったということこそが，われわれが

この問題を軽視できない一つの理由であるJ と'"。

講演冒頭に述べられた先のことぼや， i資本家階級はますます富裕になり，

11) lnaugural Address of R. Gi古田I The Progre田 ofthe W orktng Classes in the Last 

Half Century. .J(山trna1oj the Rο同 J品atisticalSociet'Y r'-以下 J，R. S. S と略記する)

Vol. XLVI， Dec. 1883 
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方大量の貧民は貧困のままにおかれている，あるいはさらに貧しくなってい

るという誤った印象」を痛烈に非難していることからも i判るように，ギァフェ

ンは資本主義発展と労働者状態に関するマルクス・エンゲノレス的把握を明らか

に意識しι またイギリスにおける「社会主義の復活Jを強烈に意識Lて，これ

らへの対抗意識をもって労働者状態「改善」の実証的把握を意図したのであっ

た。かくてギッフェンは，賃金に関する断片的資料をもとにして，過去半世紀

の間に r20%から，そして殆んどの場合50%から100%にわたる貨幣賃金の巨

額かっ歴然たる上昇があった」とのべる。そしてこの間，物価が比較的安定的

であったこと，多くの新たな財が利用可能になったこと， 1870年代の価格崩落

によって穀物価格が大幅に低下したこと，食肉と住宅の費用は増大したがこれ

も労働者の得た利益を相殺するものではないこと，これらの理由をあげつつ，

彼はこの間の貨幣賃金の上昇を実質賃金の上昇とみなしてよいと主張する。さ

らにギッフェンは，教育や公衆衛生の改善，死亡率の減少，人口一人当り食糧

輸入の増大，犯罪発生率や被救護民比率の減少，貯蓄銀行加入者の増大や共同

組合運動の拡大などの数字をあげて r国民大衆の状態は， 50年前に比しτよ

りよく，それも非常に良く immenselybetterなっている」と結論したのであ

フた12Lそして，この時以降ギッフェンは，一貫してこのような主張を発表し

つづける。

「全労働者階級の悶での貨幣賃金の大幅な上昇は，平均物価の安定ないし下落や，

労働時聞の殆んど普遍的な短縮，窮乏化〈被教護民〉の減少s それに大衆の問での賀

沢品の消費の非常な増大や死亡率の減少などとともに あれやこれやの事実は結び

合わされて社会の大家の聞には福祉の大幅な全般的上昇があった乙と合証明している。

50年前の絶えず飢餓線上をさまよい，言語に絶する辛苦をなめた連合主国の数百

万の人々に代って，新しい数百万の職人 artisanやかなり賃金の良い労働者 labourer

が現れたというこの変化の中に見られる新しい可能性は，実際，博愛家や役人の希望

に刺戟を与えたに遣いない。将来性や希望りない隷属階級白地位から 3 労働者大家は

12) lbid.， pp 剖5-612
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高い地位に上り，そこから彼らは殆んどどのような高度の文明状態にでも十分上昇し

えたであろう 。骨働者はその手中に獲物を握っているゆえに彼らみずからが修得

で雪る教育と節約とが，必要ならばあとのなすべきすべての仕事をなしてくれるであ

ろうJoR. Gi旺en，Further Notes on the Progress of the Working Classes in the 

Last Half Century，よ λ 旦S.Vol. XLIX， March 1886.p. 72 

ギッフ 1 ンのとうした認識に対しては，その発表時点当初から，賃金データ

の限定性とそれを使用する推論の仕方について v.ニールらによる批判がおこ

なわれていたのだがlへそれにも拘らずギッフエンの社会的権威とも結びつい

て， その主張は世論をリードする主流的見解となり， レオン・レヴィ Leone

Levi らもこれを支持してゆくよ二とになったのである1九

このようなギッフェン的見解に対して真向から対立する見解を対置したのが，

ほかならぬエンゲルスであった。彼が，かの f1845年と 1885年のイギリス」を

書いたとき，それが『イギリスにおける労働者階級の状態』刊行以来40年とい

う，ギッフエンが対象とする期間とほぼ重なる期間の変化を扱っていること，

またこの論文の中でギッフェン中レヴィらを名指しで批判していること，これ

らの点からしてもJこの論文を書いたエンゲノレスの d意図は明らかだといえよう。

「そして，この時期 (1845年から1885年〉の間D労働者階級の状態はどうであった

か。一時的には改普され，労働者大衆に対する改善さえあった。しかLιの改善は，

おおぜいの失業子世阿Lの流入や，新式戯械による労働者四不断の駆逐や， ，までも，

ますます機減によコて駆逐されている農業労働者のく都市への〕来住によって，きま

ってまたもとのオ準にひきもどされた。永続的な向上は，労働者階級のうちの二つの

保護された部隊にしか見出きれない。そのうちり第ーのものは，工場労働者である。

彼らのためにすくなくとも比較的合理的な標準労働目が法的に確定されたことは彼b

の体質を相対的に回復し，また彼らに，その地域的な集中によってなおいっそう強化

13) E. Vansittart Neale， Condit.ion of the Working Classes， Tran叫 ctionsof the National 

As.>ociation for the pr仰回tionof品αalScience， 1884， pp. 607-641. 
14) Le町leLevi， Condition of the Working Clas艶 S，ihiιpp. 588-606. 
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ちれた精神的優越をあたえた。彼らの状態は， 1848年以前よりはたしかによくなって

いる 。第三の部隊は大労働組合である。それは，成年男子の労働だけがもちいら

れているか，またはそうでな〈てもそれが主としてもちいられてレる労働剖i門の組織

である。機械工，大工と木工，建築労働者は，各々それ自体一つり勢力であって，

彼らの状態は1848年以来たしかにいちじるし〈改善された。 彼らは，労働者

階級中の貴族を形成している。絞らは，比較的快適な状態をかちとることに成功し，

そしてこの状態を最後的なものとしてうけとっている。彼らは，レオン・レヴィやギ

ッフェン(そして俗物のノレゴ・プレメタ ノ〉らのいう模範的労働者であり，また彼

らは，災際，特殊的にはものわかりのよい個々の資本家にとって，一般的には資本家

階級にとって、たいへん感じのよい，扱いやすい連中である。だが9 労働者の大多数

についていえば，彼らの貧岡と生活不安の程度は，以前よりさがってはいないにして

も，いまでも同じように低いのである。ロンドン白イ スト・エンドはz 停滞的な貧

凶と絶望の，失業l←には餓死の，就業中には肉体的・精神的堕落の，絶えずひろがっ

ていく泥沼である。そして特権的な j，'~者だけを例外とすれば，その他のあらゆる大

都市でも同じことである。 また比較的小さな都市でも， 農業地方でもそうである」。

エンタノレス 11845年1885年のイギりスJ，1マルクス・エンゲルス全集j(副，大月版，

u74"，，75ベジ。

とζろで，もうひとつ同時代者の認識を追跡するわれわれに注目をうながす

のは，エンゲノレス論文が発表された年，つまり 1885年の年頭に開催された「産

業報酬会議JIndustrial Remuneration Conferenceである。チャーノレス・デ

ィノレケを議長とし，労働界，学界，政界，経営陣など各界から壮々たる代表を

結集して開かれたこの大討論集会は， 1885年 1月28日か030日にかけて，27人

の報告者によるラ←マ別報告とこれをめくる討論をくりひろげ，階級問での産

業発展の成果の差異と所得分配の実状，労働者状態の実態把握から，社会問題

解決策としての資本および土地の国家管理の有効性にいたるまで，広汎な問題

15) lndustrial R抑制世間UonC叫げをr四回 [1885Jthe Report of pro回 β酌 IgSand Papers， 

with an intr吋 uctionby John Saville， Kelley， 1部8.
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を検討の姐上にのせたのであった1530 たしかに，新組合の拾頭とチヤールス・

ブースの社会調査第一巻刊行によって劃される 1889年以後の状況と対比すれば，

史家サヴィルJ.8aville古川、うように「産業報酬会議」は未だに「ヴィクトリ

ア時代の諸前提の上に立って社会問題についての公開討論がおこなわれた最後

の大きな機会」であったといえる 16)。たしかに，この会議では，労働組合代表

も未だ半熟練工・不熟練工について語ること極めて少なかった。だが，この会

議には，全国の既存の労働組合，協同組合， トレーズ・カウン'/)レの代表とと

もにj 結成されたばかりの社会民主連盟 (8.D. F.)から Jマクドナノレド，

J ゥ fリアムス，そして新組合主義のリ ダ でもある機械工三ョン・バ

ンズを代芸として加えていたのであり，フェピアソ協会からもパーナ ド・ γ

コウほか二名の代表を招いていた。か〈て，この産業報酬会議も，すでに動き

つつある時代の空気を，ある程度まで反映していたのであった。

このような状況の中で，かのエンゲルス論文発表白歴史的経緯をおさえておけば，

ここに示したように， 1885年 1月末に「産業報酬会議』が開かれ.fro ヶ月後の 3月

1日にェ γ ゲルス論文が英語でゥイ"アム・そりス主宰の『コモゾ・ウィ ル』誌に

発表きれたのであった。したがって事実連閣は，産業報酬会議での激しい討論の展開

をにらみつつ. ~イギりス労働者陥扱の状態 1845年』の著者として，またマルクス

没後，いまや第一ヴァイオリンをも弾かねぽならぬヨーロッパ社会主義運動の総帥と

して，みずからの見解を表明する必要に迫られたェンゲルスが，両年来のギッフェ Y

レヴィ等の主'l[を社七叫するためにも，このnt，点で撃をとったのだと考えてよいであろ

つ。

かくて. I大不況」の進行J 失業の慢延とともにイギリス労働運動の中にも

新たな胎動が起り，労資関係が激動の兆しを示し始める過程で，労働者状態の

歴史と現状認識をめぐる論議は白熱していったのであった。

16) J. Savllle. ibid.， p. 32 
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III 労働者状態ーその概観ー

前節でみてきたような経過をふまえるとき，利用しうるデータによって，可

能なかぎり客観的にこの問題についてのバースヘクティヴをもとうとする試み

や，新たに事実そのものを洗い出そうとする試みがうまれるりは不思議なこと

ではなL、。 19世紀末から20世紀初頭にかけてポウレ A. L. Bowleyとウッド

G. H. Woorlらによってなされた労働統計整理の作業，同じ時期に進行したプ

スC.Boothやロウントり-B. S. Rowntreeらによる労働者状強調査など

は，まさにこのような性格をもつものであったといえよう。

われわれは，まず卜九世紀後半における労働状態の推移を統計的に確認しよ

うとするウッドの作業川に即して，労働者状態の鳥撒を試みておこう。ウッド

の作業の成果は図 1のグラフに一括整理される。このグラフを見つつ，若干の

検討を加えておこう。

賃金 貨幣賃金の変動をみるにあたって，ウッドは既に当時「王立統計協会

雑誌」に発表されていたポウレーによる平均貨幣賃金の変動指数を使用してい

る。この場合，ポウレーの平均賃金指数そのものは，農業労働者，植字工(ロ

ンドン，エジンバラ，プリ兄トノレ各地域)，煉瓦積工〈ロンドン)，建築業不熟

練労働者，大i:(エジンパラ)，石工(グラスゴウ)，水夫，機械工 (ASE組合

員賃金率)，鋳鉄工，蒸気機関製造工，錬鉄工，坑夫(ラナークシャーおよびノ

ーザンパランド)，鉱山エンジン夫，ガラスピン製造工〈ヨークシャー〕など，

17種の貨幣賃金率変動指数を修正平均して算出したものである。グラブは，変

化率を強調するために対数回盛になっているので，貨幣賃金〔および後でふれ

る商品消費)などのように長期にわたる変動D幅が広いものは，それだけ変化

が強調されているわけだが， この点を考慮してもなお， 1860年代初頭以来い

わゆる「大不況」の始まる1873年までの期聞のめざましい賃金上昇が注目きれ

17) G 目、iVood， Some Statistics relating to W orking CJass Progress sjnce 1860. J. R ふ

丘 Vo1.LXII. Dec. 1889. pp. 638-666 
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る。大不況の到来とともに貨幣賃金は顕著な落ちこみを示し， 1880年代末から

漸く再上昇を示すが， 1890年代なかばになっても 1873年の水準を回復していな

し、。

失業十九世紀後半イギリスにおける全般的失業率について，使用した第一

次資料に槻って検証する 4 とのできる最も詳細・精密な数字は，私の知るかぎ

り，このウッドの数値である。周知のように， 1886年にいたるまでイギリァ、に

おいてもオフィシァルな失業統計は存在しない。 1886年以降，ょうやく商務省

の労働局 LaboUTDepartmentが毎月各労働組合からの報告にも正ついて失業

統計を整理するようになったのであり，それ以前については各労働組合の記録

に残っている数字に頼る以外にはない。いずれにしても十九世紀末にいたるま

で，通常使用される失業率はあくまで「労働組合員失業率」としてしか把握さ

れないのであるが，ウッドは少くともこれについて， 1886年以前の数字と86年

以降のオフィシァルな数字とを連結可能なものとするために，独自の努力を傾

けている。各労働組合の報告数字の単純平均は各組合の組合員数の差を考慮し

た場合，結果的に失業率を過少に表現することになるという点を指摘するウッ

ドは w労働組合調査報告j]Fourth and Fifth Report on Trade Unions1891 

によって各組合ごとに1860年以降の各年末時点、で組合員総数をおさえ，これを

もとにして各労働組合の失業率を加重平均することによって「 般的失業率」

を算出している即。こうして得bれた数値は，単純平均よりはるかに高い数字

になるが， こ二れと1886年以降の労働局統計の数字士連結して図表化したものが

第 図における雇用指数グラフである。二つの線がオーパラップする1887年か

ら1891乍の期間を観察して判るように，このウッドの修正失業率の数値も政府

統計のi直に等Lいか，あるいはややうちわなものとなっており，このことから

もウッドは，ぞれ以前の時期についてみずからの失業率計算の妥当性を主張し

ている。

さて，こうして得られた失業率を世紀前半におけるそれと比較したらどうで

18) Ibid.. pp_ 640-648 
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あろうか。世紀前半について直ちに対比可能な 般的失業率のデータは存在し

ないが，各労働組合ごとの失業率記録と比較するとき，世紀後半の雇用水準は

たしかに，かなり改善されたといってよいだろう Q 一例と Lて， ウッドの資料

とLても使用されていると同時に世紀前半に謝って連続的に失業率記録をもっ

鋳鉄T組合について，その数値を示せば第 4表のとうりである。こうした傾向

は他の諸労働組合にもほぼ共通していると 第4表鋳鉄工組合員失業率

ころであり，世紀前半とりわけ「飢餓の40

年代」の失業率の高さに比較すれば，世紀

後半の雇用の改善は顕著なものであったと

いえよう。ただ，ウッドのグラフについて

みれば明らかなように，イギリス経済繁栄

の期間たる1873年までの時期についても，

雇用状態は持続的に一路改善の道をたどっ

たというわけではない。むしろ振幅の深浅

を示しつつも，実に明確に失業の増減が循

環的性格をもったことが読みとれるのであ

る。

商品消費 ウッドは，この論文執筆の時

点、では未だデータの不足から Lて，消費者

物価指数の算出は不可能だとしている。し

たがって，ききにみた貨幣賃金の実質購買

力=実質賃金の算定を断念し，これに代る

ものとして生活関連商品の消費量の変化を

測定しているのである。 ココア， コーヒ

ー，干ぶどう，米，砂糖，タバコ，コーン，

呑辛料，モノレトおよびピーノレ等については

Statistical Abstractの数字を直接に引き，

年次開率%1年次医業率%

1837 12.4 1869 15.5 

1838 10.5 1870 6.9 

1839 11.1 1871 2.4 

1840 14.8 1872 1.4 

1841 18.5 1873 3.2 

1842 11 1874 3.9 I 

1843 7.4 1875 3.5 

1844 5.1 1876 5.7 

1845 3.9 1877 9.1 

1846 19.3 1878 14.6 

1847 15.7 1879 22.3 i 

1848 33.4 1880 10.9 

1849 22.3 1881 7.8 

1850 13.8 1882 4.3 

1883 4.3 

1860 2.8 1884 7.2 

1861 8.6 1885 10.9 

1862 13.8 1886 13.9 

1863 9.3 1887 10.0 

1864 4，5 1888 5.6 

186G 3.6 1889 1.8 

1866 6.4 1890 2.4 

1867 15.9 1891 4.6 

1868 18.0 

品'tati:sticalTaM口 andRetorts on 
Trad訟口町onsFourth Rφort 
1891. p. 523 
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穀物〔小麦および小麦粉〉については CornTrade Year Book より， 肉お

よび羊毛については YearBook of Commerceより，それぞれ186日年から1896

年の期間について国民 l人当札消費量の年次別推移を示し'"これを統一的

指数に表現するために苦心している。同一期間をとっても，かなり異るトレン

ドを示す各消費財の変動を一本化するためには，生活構造のなかで各消費財の

占める比重を考慮したウェイト・システム選択の必要があるが，ウッドは五種

類の試みをおこなったのも"，結局，肉・穀物・衣服により高いウェイトを与

える限札各種ウェイト・システムによる加重平均の聞に大きなズレは起らな

いことを示し，指数による趨勢把握としては非加重平均でも充分近似的にこれ

を代位しうることを明らかにしたうえで，図の商品消費のグラフを導出してい

る'"。これについてみれば， 186口年代初頭から1870年代なかばまでの聞に商品

消費は30%前後の増大を示している。その後の不況の時期，商品消費はほぼこ

の水準で波動をくり返し， 1889竿ごろから，ようやく再び顕著な増大が始まっ

たわけ Cある。

さて，以上のような各主要指標の検討の結果いえること主ここでまとめてお

こう。①貨幣賃金についていえば， 1860年代初頭から1873年までの急速な上昇

によって約40%の向上がみられたが，大不況期における低下も著しく， 1890年

代に入ってようやく大不況以前の水準への接近が始まりつつあった。②実質賃

金の動向は正確に把握できないが，大衆的生活資料に関わる商品消費指数の増

大からみて，大不況までの期間に労働者の物的生活は却%前後の改善を経験し，

19) lbid.， pp. 649-654. 
20) ヴッドの究種類の試みの中には， プースの社会調杏における「グラス EJ宅 すなわち「定期的

標準収入者」であり「賞困線JIJ上に位置する労働者の家計王出。構成比率を世用して， ウェイ
ト システムを作るものも含まれていた。 Cf.，ibid.， p. 657 

21) いうまでもなく，卦働者状態を把握するためには正確な「実質賃金」の動向が算定できれば.
それにζ したよとはない。だが実際ιは，一次・三次中操作を桂 C算出される実質賃金は信頼度
の低いものになってしまう.その意味ではウッドが「商品消費」申動向をみようとしたのは，む
Lろ適切な着眼であったといってよい。こ白布については，ホフーズボームも「実質賃金指数は
あまりに人工的で信頼できなし、」として， ウァドの商品消費指数の方に信頼を寄せている。

E. J. Hobshanm， op.αt.， pp. 133-135，前掲共訳書， 125-126ページ。
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その後15年にわたって，ほぼこの水準を上下したと考えられる。③雇用水準は

賃金関連の指標に比して，より不安定であり，その循環的変動， とくに大不況

期における失業ピ クの深まりが特徴的である。④189C年代に入って，それ以

前とは異なる諸指標の動き，すなわち失業増と貨幣賃金安定の共存， しかも商

品消費=実質生活の低下が起る kいう新たな傾向がみられ，労働者状態の改善

は予断者許きない状況にあるといわねばならない。以上四点、に整理することが

できるであろう。ウッド自身も，統計学者らしい慎重な用語を用いつつ， 1899 

年の時点でつぎのようにのべていたのである。「現在の，このく1889年以降の〕

10年間の前進が，あの1860~1875年の聞の前進のように，その後の停滞によっ

てうけつがれることのないようにと心から希望する。だが，その恐れは蓋然性

がある Probableとはいえないまでも，全く可能性がある Possibleという点

を，私は憂慮するものである」ーと目〉。

以上，筆者はウッドの成果に即して十九世紀後半におけるイギリス労働者の

全般的状態をみてきたが，ウッドのこの作業は統計的手法を使ったものとし℃

は，この時点でなしうる最良の試みであったといってよい。ウッドは労働者状

態の一定の改善を結論したが，彼の分析は冷静で誇張のないものであり，それ

だけに そのままでむしろギップェン的主張に対しては，説得力のあるひとつ

の批判になっているというべきであろう。

IV 労働者状態階層間格差の検討

ところで，ウッドの作業にも問題が無いわけではない。それは何よりも，そ

の統計的手法そのものにかかわるものであった。すなわちウッドは十九世紀後

半の労働者状態を，全般的 generalに把握しようとしたわけだが， それは必

然的に労働者階級内部の階層間格差の問題を消去することになってしまう。し

かし，労働者状態把握についての，かのエンゲノレの指摘が，特に労働者階級上

層=i労働貴族」と下層=i一般労働者」の聞の，いわば階層間ギャッフ圃の問

22) Wood， op. cit.， p. 662 
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題を重視していた以上，われわれもこれを無視した「全般的」把握で満足する

ことはできないだろう。かくてわれわれは，みずからの眼で可能なかぎり階層

間格差を含んだものとして労働者状態の変動を追跡してみな円ればならない。

こうした課題を設定してみるとき，この分野におけるわが国での従来の研究が

余りにも乏しいことに，あらためて驚かざるを得ないのであるが，ここでは，

とりあえず賃金と雇用の二大指標について，この作業を試みておこう。

賃金 まずわれわれは，ポウレイおよびウッドの数値を中心として主要な職

種についての貨幣賃金の趨勢をおさえておこう。図 2-aには，すでに全平均的

においては消失してしまう職種別賃金格差とその変動を読みとることがで雪る

だろう。では，一歩を進めて産業・業種内部での賃金構成はどうかワ。図2ー包

には綿業賃金をひとまず平均賃金の形で表示しておいたが，綿業こそは成人男

子から婦人・少年労働にいたるまで，多数の階層性をもっ諾職種からなってい

るのであり，平均賃金は企業のコスト計算にとってこそ有意味な数値であるがF

各階層労働者群り生活状態についτは，何事も語らないといっても過言ではな

い。こうした点を考慮して綿業各職種別に賃金水準とその動向を，戸塚秀夫氏

の労作からヲ1し、たものが図2-bである。これらによって， われわれは<I大不

況期以前の時期における上層熟練職種群から下層低熟練職種群，不熟練一般労

働者にいたるまでの，ほぼパラレノじな賃金上昇傾向，②大不況期以降における

上・下各職種群間格差の拡大傾向，これらを読みとることができるであろう。

さて，この場合綿業にみられる婦人および少年・少女労働は，いわゆる「多

就業家族化J(労働力の価値分割〉にもとづ〈ものであり， 賃労働としては特

殊なカテゴリーであった。死亡・離婚等によって家計の主柱たる成人男子を欠

く場合には，これらのみで労働者家計を構成するとはいえ，大量的にみればそ

れは労働者家計にとって副次的・補助的な収入稼得者であったといってよい。

いうまでもなく，低賃金層としての婦人・少年労働について，それ独自の分析

は重要な課題であるにちがし、なL押)。だがここでは，これらのグループについ

23) 貧困問唖および労動者昆辺の状態を把帰するに当っては，とりわけ母子家庭，孤児などの存在
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'1~12-a 職種別貨幣賃金の動向
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が重祖されねばならないことは，多〈の武困研究が指摘してきたところである.
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5 

50 

rメJ2-b 綿 I望職種別賃金の動向
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ても，十九世紀後半に貨幣賃金率に関するかぎり，かなり明確な改善がみられ

たことを指摘するにとどめ，いまは検討の焦点を成人男子労働という共通性に

おける熟練労働者と不熟練一般労働者の二層にしぼっておこう。なぜならば，

労働組合による組織分野と未組織分野，あるいは労働者階級上層(労働貴族)

と下層労働者とし、う対比で常に問題にされるのは，ときにアーティザンまたは
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クラフツマンと呼ばれる各職種の熟練労働者層と一般労働者層だからである。

各職種にわたる熟練労働者については，さきのグラフから，①十九世紀後半

におけるかなり急速な賃金上昇の持続，③循環的失業とりわけ大不況による失

業の増大にもかかわらず賃金の大幅な低落は経験せず，停滞的波動ののちに再

び188日年代末以降の上昇に接続してゆくこと，これらの点を確認Lうる。した

がって， ここではそれとの対比において，一般労働者の状態に注目しよう。図

2-aには，われわれがとりあげてきた諸資料のなかから，都市不熟練労働者

と農業労働者，この双方を視野において，それらの賃金変化を一括図表化Lて

おいた。周知のとおわ J 現実の資本主義発展の過程においては，農村部の潜在

的過剰人口あるいは農業労働者の相対的過剰化が，つねに工業労働に対して追

加労働力の給源として機能してきた。そして，すでに十九世紀前半についての

レドフ宏一ドの古典的研究以来，都市製造業での労働力需要を動因とする近隣

農村地帯からの求心的な波紋型・短距離労働移動こそが，イギリス園内人口移

動の主軸をなした点が指摘されてきたが'"このような関係は，当然のことな

がら十九世紀後半も継続する傾向であったといってよい'"。この場合，労働者

側の事情についていえば，いうまでもなく農業労働における雇用の不安定，低

賃金による生活の窮迫こそが労働力流出への具体的契機であった。したがって，

一般・不熟練労働者層のなかでも，農業労働者がつねに最低辺を構成していた

と考えねばならなし、。

農村労働市場と都市製造業労働市場の関連については，さきにふれた1885年「産業

報酬会議」における， Iイングランド復興同盟JEngland Restoration Leagueの代

表ソーンタ スの報告も，つぎのような証言を与えている。 I一週15シリング以下で

24) A. Redford. Laル3μT九グ"gァρ'Uon111 Fngland 1800-1850_ p. 193 

25) この点にっし、ては古〈ウィルソン フオツクスが詳細な証言を与えているロ A. Wilson Fox， 
Agricultuml Wages田 Englandand Walea during the Last Pi[ty Y~urs，よ R.S.S. Vol 

LXVI， June 1903. esp. pp. 310-322 なお近年では， E. H. Hunt， Labour Productivity in 

English Agriculture 1850-1914， Economic Efistory R即日w 2nd Series， Vol. XX， No. 2 

Aug. 1967， p. 284 
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は，わが閏の救貧iJ;twork houseにおいて 5人家族をその食糧だけからしても維持

してゆけないという事実から~T，一週あたり 10シリングの農業賃金が飢餓を意床す

ることは明らかである。この政壊的影響こそが，わが労働者を飢えさせ，彼らをその

生恥ながらの本すから駆りたて 3 また，いやでも他のどこかで仕事を探すことを強制す

るのであるん cf.W. Saunders， Loss or Ga皿 ofLabourers in Rural Di耐 lct，

lndustrial Ret問。terationConfl町 ence.Report 1885， p. 113. 

このような意味で，現実的労働市場の構造を知るうえにも，また労働者階級

総体の生活状態を知るうえにも，農業労働者の賃金動向に注目することは重要

だといえる。

さらに，この視点、からして当然推論できるように，立入ってみれば，農業地

帯内部についても，工業地帯に近〈その労働力吸引作用を敏感に受ける地帯と，

都市・製造業から遠く離れた純農村部では，農業労働者の需給関係にもかなり

の差がある筈であり，それは賃金水準にも反映される警である。 ζの点，イギ

リス本国においても，農業労働の問題を立入って分析しようとするハント論文

が，農業地帯内部について炭田および工業地帯に近い「高賃金地域」と純農業

の「低賃金地域」を区別していることは興味深い"らこのような点を意識して，

図 2-aにおいτは前者の例としてイングランド北部8農場主ペースとした農

業労働者賃金を，後者の例としてウィノレトシャー農業労働者賃金を探索してプ

ロットしておいた包"。この図からも明らかなように，同じ I 般労働者」範時

のなかにも一定の格差が存在し，建築業および造船・機械工業のレ バラーの

賃金は相対的に高い水準にある。これは，ひとつにはすでにふれたように不熟

練労働者に対する需要が都市・工業地帯を吸引の中心として展開してゆ〈とい

う事情の表現であるといってよい。しかし第二に，そこにはこれらの産業が職

26) ハットは， r高賃金地域」の仰としてランカシヤ1 ノーザンパランドをあげ， r低賃金地域」
の例としてノーアオーク エセックス，ウィルトジャーをあげている， E. H. Hunt， ibid.， pp 

280-281 

27) 北部諸県およびウィルトシ V の農業労園者賃金は，VilsonFox， up. cit.， p. 328および
p. 332の各表より算出した。
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人的熟練工によって支配されてきたとし、う事情が作用していると考えられる。

すなわち，そこでは労働組合の規制により，社会的に定着した「徒弟制度」を

通過することが熟練工の資格要件となっているのであり， したがっ亡，やがて

は「半熟練工Jsemi-skilledの名称で呼ばれる労働者群が， 定の技能を有す

るにも拘らず， さしあたりレーパヲーとして算入されてレる場合があるからで

あり，とりわけ建築業レーパラーの賃金水準にはこうした事情が反映している

とみてよ L、。

これに対して，農業労働者の賃金は，都市・工業近接地域と純農村地域の明

確な格差を示しつつ，かなり低位に位置Lていることがよみとれる。

さて，こうした一般労働者についての観察が物語るところは二面の事実であ

る。すなわち第一に，十九世紀後半とくに大不況にいたるまでの第三・四半期

は，労働者階級の最低辺に位置する農業労働者』こいたるまで，貨幣賃金は趨勢

としてかなり大きな改善を示したということである。その後の大不況期には，

たしかにレーハラーの賃金は熟練職種のそれに比較して，はるかに大きな低落

を示し両者の格差は拡大した。しかL その間レーパラーの生計費の主要部分

を占める穀物の価格が，賃金の低下率をうわまわる大幅な低下を示したこと

や船，さきにみたウッドによる商品消費の動向か b推して， レーバラーの生活

水準は実質的にも第五・四半期の上昇のりも，再びかつ亡の水準に引き戻され

ることはなかったとみるべきであろう。ところで第二に，このような動向を示

した一般労働者の賃金が，それを絶対的水準としてみれば極めて貧しいもので

あったという点である。それは. i労働者家族の生活を支えるのにほぼ十分な

額」とされる熟練工の賃金と比較して，一般労働者のなかでは相対的に高い建

28) 農業苦働者の賃金と小麦価格の変動を指数で示せば次表のとおりである。

1187111四 1蜘い臨 1189111田5
農 業貴金い'0 I 川山 198 1 1同 197 
土三価格|川 1981781581. 65 1 
A. Wils::m Fox.。ρー α九 p.334 diagramより作成
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築業レーバラーの場合でも75パーセント前後り額にとどまる。港湾レーパラ

では恵まれた時で65ノ ξーセント!ほとんどの場合50パーセント前後であり，農

業労働者にいたっては，まさに「飢餓的水準」を脱していなL、。こうしてみる

と，長期傾向としての「賃金水準の改善」は，逆に十九世紀全体を通じて不熟

練労働者の生活がし、かに劣悪なものであったかを示しているといえよう則。十

九世粗末の時点になっても，一般労働者の世界においては，世帯主としての労

働者の賃金によって家族生活が可能になるという関係は，ついに成立しなかっ

たのである。

雇用 労働者状態の階層間格差にかかわる重要な指標主して，つぎに失業率

が検討されねばならない。だが，すでにふれたように，この時期について失業

率に関しては労働組合の記録による「組合員失業率」しかデータが存在しない。

ウッドは，それらの資料から平均失業率を算出したわけだが，われわれは，い

ま主要労働組合について組合員失業率をナマの形で示しておこう (第5表〕。

これによってみると，諸労働組合の数字は，趨勢としてはほぼ一致した変動を

示しつつも，失業率のレベノレそのものについては，かなり大きなバラツキを見

せている。

しかし，十九世紀イギりス労働者状態をめぐる問題のひとつは，このような

失業率数値自体が，はたして労働者階級全般についての状態を表現するものと

して信頼するにたるものか否かという点にあった。すなわち，この失業率はあ

くまで「労働組合員J I労働者上層」についての数字であり，木組織状態に

ある一般労働者の失業率は，はるかに高率だったのではないかとしヴ疑問であ

る。こうした聞いは，ヱンケVレスの階層間格差に関する指摘を受けて，当然提

出されるものだといってよい。だが，残念ながらこの点を明らかにするまとま

った資料は入手できない。とりわけ十九世紀第三・四半期については，データ

29) かりギ γフヱソは，封働者生活の改善を強調しつつ， r同年前には(ペ コYを除いて〉肉は
労働者の食事品目の中に入っておらず，その後とり入れられてきたものだJGlffen， op. cit.， p~ 
603 とのべていたが， 乙れは， はからずもそれまでの労働者生活状態白劣悪さをこそ， うらが
きするものであったといえよう.
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第 5表 主要労働組合別失業率 〔単位%)

可;MIT骨折事晶君12司法|曜[盈春闘
1860 1.2 4.' 0.97 

61 3.2 0.87 1.37 
62 6.5 1.5 1.4 
63 5.4 0.6 1.4 1.6 
64 2.3 0.3 2.15 0.24 

65 1.8 0.7 2.82 025 0.8 
66 2.4 6.5 2.75 0.26 1.1 
67 6.6 3.2 3.12 2.6 3.2 6.06 
68 8.3 2.7 33 2.6 5.7 3.6 
69 7.8 1.2 3.82 4.0 5.4 1.5 0.62 

70 4.2 1.2 4.72 4.5 2.2 3.15 0.35 
71 1.3 0.56 2.82 35 0.58 1.93 0.35 
72 0.9 0.92 2.07 1.~ 0.53 0.73 0.45 
73 1.1 0.35 1.7 1.0 0.65 0.49 0.45 1.1 
74 1.6 。94 1.85 0.87 0.81 0.85 0.43 2.4 

75 2.4 1.4 1.42 0.82 1.2 1.16 0.55 5.8 
76 3.6 20 2.12 0.81 2.0 2.63 0.55 8.6 1.3 
77 4.7 2.0 2.65 1.1 2.7 6.1 0.48 7.7 1.6 
78 6.8 4.4 2.77 2.5 4.7 7.3 0.46 9.2 1.3 
79 13.3 11.1 3.57 7.6 10.1 13.4 0.46 20.4 1.7 

80 5.9 2.7 .'3.27 6.3 3.5 11.4 0.43 7.3 0.5 
81 3.5 1.2 3.15 4.9 2.1 5.16 0.45 1.7 0.6 
82 1.8 0.67 2.85 3.0 1.1 7.3 0.37 065 0.3 
83 2.3 1.0 2.72 3.2 1.4 4.23 0.35 1.2 0.3 
84 5.1 9.2 2.65 4.0 2.6 6.26 0.39 20.0 2.7 

85 6.2 15.9 3.02 6.1 4.4 5.3 0.37 22.3 4.4 
86 7.4 14.4 2.8 7.8 5.8 7.5 22.2 2.9 
87 6.3 12.7 2.62 5.8 5，8 6.2 0O0J330 6 9 16.2 11.5 
88 4.2 5.0 2.82 5.5 2.6 5.14 7.8 
89 1.9 2.7 2.5 3.9 0.93 4.37 0.27 2.2 

90 1.6 2.5 2.2 
129 3E O 1 614 7 2.9 0.23 3.6 

01 3.1 1.88 1.88 0.02 5.3 

Source. FOU1ぜhand Fifth Reρorts酔 1-Trade U.即日~S. 1891. G. H. Wood， u.ρc<ι， 

pp. 640-642 

3.1 

は皆無であるといっても過言ではない。したがって，ここでは資料の得られる

1880年代についてまず事態を把握し，そのうえで大不況以前の時期についても

一定の考察を加えることに Lょう。

E シムコクスは，さきにふれた「産業報酬会議」に提出した報告の補注に，

1885年の夏多数の公立小学校教師の協力によっておこなわれた「失業中の父親
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をもっ学童」の調査結果を引用している8030 すでにみたウッどのグラフからも

判るように，全般的にみて1885年から86年にかけては， 80年代における失業が

そのピークを示した時期であるが，このお年夏におこなわれた学童調査によれ

ば，質問に答えた6438人の児童のうち1299人，したがって約20パーセントの児

童の父親が失業していた。この数子についてンムヨクスは，①この調査の対象

が質問に適確に答える能力をもたない幼児クラスの児童士多数含んでいること，

@家計五持者たる寡婦については質問がなされておらずL.たがって「労働者

家庭J~りの失業率は低く算定されていること，①調査時点が夏であり，経験

的にみて失業率が最低となる季節であること，これらの指摘をおこなっている。

こうした点を考慮するならば。失業率としてのこの数字は，なおも内輪な数値

であるとみねばならないだろう。また，シムコクスが号1<学務委員会報告によ

れば，ラムベス校 Lambethschoolでは出席児童の父親の25パーセントが失業

しており，そのうち18パーセントは常に規則的な仕事をもっていなかった。さ

らに1885年一月の公衆衛生調査によれば，イズリントン校 Islingtonschoolに

おし、ては「全然あるいはたまにしか仕事についていない父親」が30パーセント

にのぼっていた。こうしたデータをあげつつンムコクスはつぎのように結論す

る。 Iしたがって， 25ノミーセントと Lヴ数字は，失業中の極貧者の平均比率と

して穏当な評価であれこのクラスに属する者の総数を考慮に入れて， 15パー

セントという{直は全国吉通じて総失業者の平均数値として，明らかにごくモデ

レートな評価であるJ-e.3
J)o

方， ツガン・バラノウ λ キーが引く 1887年 3月実施白官庁失業統計調査心

結果も，成人男子労働者について27パー七ントの失業率を示していた8ヘ乙の

調査は，ロンドン市内数地医を選定して，当該地区の居住者125，313人会員に

30) E. Simco叉 Lossor Gain of the Working Clo回 during thc Nmeteenth Century， 

lndu.strial R.のnunerationCOJlferen出 .Report. pp. 84-107 
.31) lbid.， p. 102 

32) Tabulation of the Statements made by Men Iiving in certain 'Selected Districts of 

London， in March 1887. cited in M. Tugan-Baranowsky. Studten zltr Th四 n"eund Ge 

shichte der Handel訪問自問 inEngland. 1901， p. 394. 
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対して面接調査を実施したものであるが，男了労働者29，451人のうち27バ セ

ントが失業中であった。とりわけ，数種の産業部門において失業率が極度に高

<， ドッグ労働者の55ハーセソトが完全笑業，造船労働者の44パーセント，家

具製造工および左官下町37パーセント，ベンキ工の33パーセントが失業中であ

った。この間，機械工の失業率は20バーセント，鍛造工26バーセ Y ト，タハコ

士場労働者27パーセントという数値を示L，比較的失業の少い職種で，製靴士

17パーセント，製本工12パーセント，時計工13パーセントなどであった。かく

て，調査対象全労働者のうち， 1886年10月から1887年3月までに期間の長短を

問わず失業を経験したものは53パーセントを下らなかったとされている。注目

すべきは，ききにあげた労働組合別失業率と比較した場合，職種別にみても合

問機械工組合の組合員失業率7.4パーセ y トに対して悉皆調査の機械工失業率

は20ハーセント，組合員鍛造工の失業14.4パーセントに対して26.9百， 造船工組

合員失業率22.2パーセントに対して44パーセントと， 未組織および低熟練工を

含むとみられる悉皆調査の数字が組合員失業率の 2倍から 3倍の値を示し口、

る点であり88L全般的失業率につい亡みても，ウッドによる失業率が10パーセ

ント以下である時期に悉皆調査が27パ一七 γ1 とLづ高レ数字を示しているこ

とである。ここには低熟練労働者および一般労働者の失業率の高さが反映して

いるとみてよレであろう。

きて. tl上のような関係をおさえたうえで，われわれは大不況以前の状態に

ついても一定の推論を試みることが可能であろう。この場合手がかりとなるの

は，すでにみたウッドのグラフに示される失業率と被救護民〔院内救助〕数の

変動カーブとの，みごとなまでの相関である。すなわち，さきにみた第 1図に

は一九世紀後半を通じて循環的失業の増減に対して，わずかにタイム・ラグを

示しつつ被救護民の増減が展開され，しかも失業率の高さと被救護民数のレベ

33) 乙こでは，悉皆調査のおこなわれた 3月が，季節の点からみても未だ雇用回橿にいたbぬ時期

であるため，その数宝をむしろ失業率の高かった18師年の組合員失業率と比較したB 第5表にみ
るように.1朗 7年中には朝合員失業はかな b冊少したのであり I その数値と悉皆調査失業率を比
枕した場合には，両者のギ4 ヅプははるかに大きなものとなる。
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ノレの聞に極めて高い相関関係があることが，実に鮮やかに示されてし、る。

なお，この両者の関係について少しく立入ってみておくと，1860年代および70年代

前半においては. 1870年代後半〔失業率 9パ セントで人口一万人当り被救護民間

人〉におけるよりも，相対的に低い失業率でより多くの被教護民が出ている (1862年，

組合員失業率7.5パーセントで l万人当り 67人， 18681"'V9年の失業率8.3パーセントで 1

万人当り 69.5人)が， ζれは， 1870年代までの段陪では貨幣賃金，商品消費水準とも&

に趨勢として急速な上昇過程にあるとはいえ，未だ絶対的水準そのものとしては低い

レベルにあったので， 70午代後半主降に比較すれば，より低い失業率のもとでも下問

・一般労働者り場合ただちに貨幣恥入り滅多は生活白窮之に結びつき 3 投貧扶助の必

要に結びつ〈とレう関係にあったと考えられる。

いずれにしても， i労働組合員失業率5パーセントは，全賃金労働者につい

て自パーセントの失業を意味する」というウッドの指摘はω，余りにも内輪な

数字といわねばなるまい。 jf確に何パーセントであるかは確定できないとして

も， 1880年代の組合員失業率と悉皆調査失業率の関係，および長期にわたる失

業率カーブと被救護民比率カーずの関係，これらから推定できることはp 大 不

況到来以前の段階においても，一般不熟練労働者層は労働組合失業率の 2倍か

ら 3倍におよぶ失業を経験したにちがし、ないということである。

しかも，雇用の変動が労働者生活におよぼす影響は完全失業のみではない。

むしろ好況期にも存在する雇用の不規則性=不完全就業が大きな怠味をもっ，

1868年の時点でパクスターは，筋肉労働者の実収入については年間 2ヶ月分以

上に相当する額を不就業 losttimeの分として差引くべきだとしていたしsベ
「産業報酬会議」に出席したロイド・ジョーンズはp 鋳鉄工組合員の例を引き

つつ， 1855年か 01880年代にわたるまで不就業時間は平均して年間2日パ セン

トにおよぶと L-Cいる'"。さらに，製靴工組合のG. セジウィックは， 機械の

::J4) G. H. W∞d， op. at.， p. 661 
35) P. Deane， Contemporary Estimates of National 1島田mein the Second HaH of the 

Nineteenth Century. Economic Histo門 R出 iew，VuI. IX， No. 3くApri11957) p. 455. 

36) Lloyd ]ones， Pro6ts of Industry and the Wurkers. lndustnal Remun'erationじ'onfe河一

nce， Retort. p. 30 
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導入によって急速に変貌しつつある製靴業において就労口は年間44週だと証言

しているm。ウッドも，組合失業率と賃金労働者全体の失業率の関係について

余りにも内輪な数字を示したとはいえ，その程度の失業率(組合員 5%，全労

働者 8%) のもとでも，ひとつの仕事を完7 して ~IJの仕事に移るに当って，あ

るいは雇用機会そのものを探すにあたって，さらに多〈の不就業時間が出ると

いう指摘をおこなっていた岨〕。こうした事情はp 本来的に供給過剰であり，さ

きにみた学務委員会調査も示すように不完全就業の度合の高い不熟練労働者層

に対して， と〈に厳し〈作用するといわねばならない。

V むすび

以上においてわれわれは，賃金，雇用を中心に十九世紀後半の労働者状態を

可能なかぎり詳細に把握しようと試みてきた。ここで明らかにし得た諸点をあ

わせ考えるとき，十九世紀後半の労働者状態，とりわけ 般・下層労働者の生

活状態は，貨幣賃金率の動向のみから推定されるよりは，はるかに苦しいもの

であり，その改善もはるかに厳しい限定を課せられたものであったといわねば

ならないだろう。われわれは，本稿で検討してきた事態の延長線上においてこ

そ，ヲヤールス・ブースやロウントリーの研究成果を正しく理解することがで

きる。

1887-92年の期間にデータを蒐集し，世界最大，最富裕の都市たるロンド γ

において，全人口の30.7パーセ y ト， 労働者階級中の40パーセントが貧困線以

下の生活しかしていないことを実証したブースのロン下ン社会調査3D) i代表

的地方都市Jたるヨーク市において全人口の27.8パーセント， 賃金労働者中の

43パーセントが貧困層であることを明らかにしたロウントローの第一次ヨーク

調査 (1889)制は，十九世紀後半イギリス労働者階級の現実の状態を最終的に確

37) Ibid.， pp. 208-9. 
38) G. H. W曲 d，op. cit.， p. 661 
30) 仁harl田Booth.Life and Labour of the pt印 ρ，lein London. 1903 

40) B. S. Rowntree. Poverty， A 品udyof To'日 nLife. 1901. 
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認したものであったといえよう。乙 ζ で強調しておきたいのは，プース Jやμ ウ

ン lリ が実証した大量の貧困の存在が，大不況の影響による労働者状態の

時的「悪化」の結果であるよりは，むしろ，変動を含みつつも十九世紀後半を

通じて進行Lてきた労働者状態「改善」の帰結だったということである。

ところで，この「改善」は，イギリス資本字義発展の現実の中で，いかなる

メカニズムを通じて生じたのか。またそれは労使関係の現実的展開に，いかな

るかたちで作用したのか。次稿では，こうした問題をとりあげよう。


